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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstmct

　　　　A　fissure　emption　and　magma－phreatic　exp1osion　took　p1ace　at　the

Miyakejima　vo1cano，one　of　the　Seven　Izu　Islands，on　October3．1983after　a

dormant　period　lasting　about21years，The　volcanic　activities1asted　about15
hours．

　　　　The　is1and，a55square　kilometer　volcanic　island，is　situated　some180

ki1ometers　south　of　Tokyo　and1ies　on　the　Izu－Mariana　Arc　between34．02’36”

Nand34．07’29”N1atitudeand139．29’35”Eand139．34’13”E1ongitudeinthe
westem　Pacific．The　island　with　near　circular　shape　and　about　g　kilometers　in

diameter　is　basaltic　volcano　consisting　of　a　main　strato－vo1cano　rising814

meters　above　sea　level，a　centra1cone　so　called”0yama”，and　a　number　of

parasitic　cones　and　craters．

　　　　0n　the　island，volcanologica1studies　have　been　carried　out　for　the　purpose

of　making　clear　the　relationship　between　volcanic　phenomena　and　disasters．

　　　　Volcanic　phenomena　and　disasters　caused　by　the　eruption　of　the　island　on

October31983，are　as　fo11ows：

　　　　Direct　volcanic　disasters　due　to　volcanic　ash　fall，essential　volcanic　bombs，

cinders　scorias　and1ava　nows　occurred　over　the　southem　part　of　the　is1and．

I・di…t㎝・・d・・t・1・・d・1id・…d…kf・ll・t・ig9…dby・・1…i・…thq・・k・・

occurred　at　the　many　places　in　the　is1and．

　　　　The　area　covered　with　the　lava　f1ows，the　total　volume　of　the　effused　lava

and　the　total　volume　of　the　volcanic　products　are　roughly　estimated　as1．7×

106m2，1・1×107t㎝…d1．4×107t・・・…p・・ti・・1yb…d・・th・…1y・i・・f
Landsat　MSS　data　taken　before　and　after　the　eruption．

　　　　Mo1ten　lava　flows　hit　about530houses　in　the　Ako　district　and　bumt　out　or

burried　them　and　destroyed　many　public　facilities　such　as　water　supp1y　pipe，

roads，powersupplyline，co㎜unicationcableandsoon．
　　　　Forest　trees　near　the　crater　were　perfectly　shedded　their　leaves　and

branches，their　trunks　are　only　standing．

　　　　About300hectars　of　agricu1tural　and　horticultura1fields　and　about1，OOO
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　　hectars　of　forests　were　destroyed　by　the　lava　f1ows　and　volcanic　ejecta．

　　　　During　the　vo1canic　activity，a　big　earthquake　with　M＝6．2JMA，and　the

　　epicenter1ocated　off　the　south－westem　coast　of　the　island　occurred　at22ム33閉

　　（I）on　October3．1983．Miyakejima　was　jo1ted　with　an　intensity　of　five　on　the

14，JMA　shaking　sca1e　of　seven．Lands胴es　and　rock　falls　occurred　by　the　earth－

　　quake　at　the　pIaces　more　than22in　the　island．

ま　え　が　き

　1983年（昭和58年）工O月3日15時30分頃，三宅島の雄山は南西山腹においてハワイ型の

火山噴火が1962年（昭和37隼）8月以来21年ぶりに発生した．この噴火により，熔岩流の

主流が三宅島西部の阿古地区及び粟辺に向って流下した．この熔岩流により阿古地区は大部

分の家屋が焼失した．また，同日タ刻には同島の南々西に位置する新溝地と新鼻付近におい

てマグマー水蒸気爆発が発生し，多量の噴石と一違の噴火により南西の風の影響を受け，火

山灰は北東方向に流され島の南部から北東部にかけて降下し，森林や田畑に多大の被害を与

えた．

　今回の火山噴火に際して，現地調査を1983年10月25日～27日の3日闇行った．　この調査

結果から三宅島の火山活動の特徴とそれに伴なう火山災害，杜会の対応について述べ，

人的災害が皆無であった点や今後の対策等に関して検討した結果をここに報告する．

1．蠣火口の概要

1．1　火山名と位竈

　三宅島（雄山）　　東京都三宅島三宅村

　9：　3405N
　　λ：13932E

　　h：814m

　　　　（国土地理院，1／25，000，三宅島図幅より）

1．’2　噴火の発生時刻

　　1983年（昭和58年）10月3日15時30分頃

1．3　碩火の地点，形式と状況

三宅島雄山の南西斜面の34．04’30”N，ユ39．1106”E，標高520mの地点付近よ

りS30．W方向の弧を描いているがほぼ直線上にある20数箇所の今回生成されたと推定さ

れる火口，新濤地（34．02150”N，139㌻0’20”E）付近の火口2箇所及び新鼻（34。
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0230N，1393020E）付近の火口2箇所．（空中写真の判読による）

　南甲斜面上に発生したのは割れ目噴火で通常ハワイ型と呼ばれ，新濤地付近及び新鼻付近

で発生したのはマグマ水蒸気爆発と呼称されているものである．熔岩の噴出は，4日朝には

ほぼ治まった．

2．三宅口の火山噴火史

2．1　記録のある1085年以降の火山噴火について述ぺる．

1085年（応徳2年）噴火

1154年11月（久寿元年）噴火

1469年12月（応仁3年）噴火

1535年3月（天文4年）噴火

1595年11月（文禄4年）噴火

1643年3月31日（寛永20年）噴火

　二月一二日酉ノ刻（午後六時）大雨降リ出シ雷電頻ニシテ大地震動ス．戌ノ刻（午後八時）

　二至リ山中ヨリ神火ヲ嚢シ阿古村在家一軒モ残ラズ焼失ス．夫ヨリ海ノ方へ十町許焼失ス．

　又西ノ方へ錆之濱ヘカケ海ノ方へ十町許焼ケタリ．阿古ノ村ノ老若男女皆富賀へ迩籠リ三

　日三夜ノ間食事モセザリキ．坪田村ハ風下ニテ焼石彩ク降リ人家ヲ埋メタレバ人ノ出入リ

　成リ難ク其上畑ノ‘作物モ絶エタリ．村ノ人々ハ肺著村へ迩去リー人も怪我ナカリキ．鳥類

　皆死シタリ．カクテ三七日ノ間二鳴動止ミ稗火モ静マリタルヲ以テ諸人安堵セリ．

1712年2月4日（正徳元年）噴火

様裳澤ヨリ噴火ス．正徳元年十二月二十八日酉ノ下刻（午後六時過）ヨリ地震シ雷電頻ニ

　シテ戌ノ上刻（午後八時前）二山ノ麓ヨリ稗火見エケレバ人々慮々ノ社寺ヘカケ籠ル．又

碑火ハ桑木原ヨリ横濱へ焼出シ龍ケ濱ノ傍二大火戸（ボド即噴口）ヲ生ジ海中へ二町鉄，

西北へ三四町程焼失ス．阿古坪田二村ノ人民ハホド（火慮即チ噴火坑ノコてナリ）近キ虜

故居村ヲ立退キヌ．阿古村ハ泥水涌出シ在家過半埋マレ畑作絶工牛馬艶死シタリ．此クテ

尚ホ碑火の煙ハ敷ケ虜二見エルガニ七日ヲ経テ彌々静穏トナレリ」此時鎌倉二震動アリ響

キ遠雷ノ如ク，白書昏クシテ灰ヲ降ラセタルハ三宅島噴火ノ為ナルベシ．此ノ噴火ハ正徳

三年二至リテ止ム．

1763年8月16日（宝暦13年）噴火

7月9日夜頻リニ鳴動シ御山ノ頂ヨリ火燈上リ火石ノ飛ブコト稲妻ノ如シ、翌十日ヨリ鳴

動地震止ム時ナク，阿古村地内薄木ト云フ慮ヨリ焼出シ同村ハ申スニ及バズ坪田村へ焼石

焦砂多ク降リ，伊谷，伊豆，紳著の村々工灰ヲ降ラス云々，薄木ノホド（火慮）ハ地底何

丈トモ計リ難ク水涌テ池ノ如シ」明和六年（西暦千七百六十九年）二至ル迄七年間噴火セ
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　リ．

1811年1月27日（文化8年）噴火

雄山八丁平ヨリ噴火ス．正月三日子刻（夜半）ヨリ頻リニ地震鳴動シ御山ノ頂ヨリ火燈立

上リテ宛然白蓬ノ如ク，噴火ハ翌朝卯ノ刻前（午前六時頃）鎮静セルモ，地震，地響等ハ

八日夕方マデ六日間ハ書夜トモ止ムコトナク，尚ホ其後二於テモ谷問ガ鳴リ響クコト雷ノ

如クナリキ．杜附近ハ焼砂ノ積レルコトー尺五六寸二及ベル慮アリ．坪田村地内蓬ノ尾，

　ヨシノ尾濱ハ特二降灰深カリキ．又夕伊豆村二反原ノ濱山上ヨリ大防ノ鼻ト称スル濱マデ

ノ地面一尺程ノ幅二約六尺ヲ距テテニ筋割レ，焼新田ト穂スル山上ヨリ姉ケ潟ノ磯邊マデ

モ同クニ筋割レタリ．

1835年11月11日（天保6年）噴火

雄山大二噴火ス．九月二十日朝ヨリ雨降リテ午ノ上刻（正午前）ヨリ地震スルコト敷回ニ

　シテ鳴動頻繁トナリ，折柄風烈シク伊谷村山ノ方ヨリ黒煙ヲ阿古，伊谷雨村へ吹キ掛ケ幾

何モナク伊谷村地内長根ト穐スル場虜ヨリ焼出ダシタレバ，阿古村ノ人々富賀明神肚へ

籠レリ．又伊谷村ハ地震嚴シク，村中ヨリモ噴火スベキカト疑ハレタル程ニシテ甚ダシク

騒乱ヲ極メ，村民ハ諸道具飯米等ヲ用意シ船に乗リテ　出サントシケルニ同夜子ノ下刻

　（夜半過ギ）頃ヨリ噴火静マリタリシモ，噴煙ト地震ハ尚ホ終ラズ，二十三日夜ニハ強震

アリ．虜々崩壊セリ．二十九日夜二至リ始メテ地震止ミタリ」迎此時阿古村湯場と穐ス

ル虜へ温泉涌出デタリ．ホド（火口）ハ笠路山元中観音ノ奮地ニアリテ深サ計リ難シ，又

富賀平邊山八合目ヨリ焼出ダシ坪田道マデ焼抜ケタルガ「ホド」（火口）敷ハ八十三ケ所二

及ベリ．伊谷村地内字川田畑五尺鉄ノ喰違ヲ生ジ阿古，伊豆雨村ノ問ニハ慮々一二尺ノ地

割アリ，伊谷村ニテハ岩石崩潰ノ為メ村内ノ用水澗レテ水一滴モ出デズナレリ。翌申年二

月十五日夜ノ戌中刻（午後十時頃）強震アリ．同十六日十七日モ敷回震動セリ．

1874年7月3日（明治7年）噴火

池ノ澤ヨリ噴火ス」七月三日暁ヨリ地震頻讃シタルガ，正午頃二至リ百雷ノ如キ鳴響ト共

二神著村東郷ノ山中深サ三十鉄尋ノ地底ヨリ噴火シテ雷光ヲ発射シ大石六勉出シ，熔岩ヲ

北方海二向テ押シ流シ，四十五軒ノ人家モ焼出セリ．破裂ハ敷十日ヲ経テ漸ク鎮静二爵シ

　タリ．（震災予防調査会，1918）

1940年7月12日（昭和15年）噴火

　前年末に赤場暁付近の噴火丘から，またこの年の5月には北西山腹からも水蒸気．噴火数

　日前から地震発生，2，3日前から赤場暁湾底から鳴動．19時30分ころ北東山腹より噴火，

　熔岩流出（1．9x107㎡）．山腹噴火は13日でほぼ終了．14日から山頂噴火が始まり，多

　量の火山灰，火山弾を放出し，8月8日ころ噴火終る．死者11，負傷者20，牛の被害35，

　全壊，焼出家屋24，その他被害大．

1962年8月24日（昭和37年）噴火
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北東山腹の海抜200～400m辺から22時すぎ噴火（1940年の噴火場所に近い）．多数の

火孔から熔岩を海中にまで流出．噴火は24時問で終了したが，終了後から有感地震頻発し

8月30日は伊豆部落で2，000回以上に違した．このため学童の疎開があり島民極度の不

安に落ち入ったが，地震も次第に収まる．地震の震源域は噴火地域でなく，島の北西方向

であった．被害は焼失家屋5のほか道路，山林，耕地など．噴火丘r三七山」生成．噴出

物総量0．9×ユ07㎡．

2．2　火山竈火の特徴

　三宅島の火山噴火は，これまで今回の噴火を含めて14回記録されている．現在判明してい

る火山噴出物の年代からその分布状況を見ると全島的に火口もしくは凹地が見られるが，北

西地域が他地域と比較し4箇所と少ない。

　噴火地点の特徴として，山頂噴火と明瞭に判かっているのは14例中3例（1963年，1811

年，1940年）と少ない．山腹噴火は14例中6例であった、山腹噴火の例が多いということは，

大規模な山頂噴火が発生すると火山噴出物は風向，風速や地形の影響を受け四方に分布する

可能性があるが，山腹噴火であれば，少くとも噴出物が全島を覆うことはないので，島内に

避難先を見付けることが出来、一応安全が確保されるということである．従って1962年（昭

和37年）の山腹噴火で島外に脱出したのは山頂噴火が予想されたからであると言う三宅島住

民の話が理解出来る．

　これまで発生した火山噴火による噴火物の分布状況を参考図に示した．

N

1　も
74

　　　1962
　■・。・’　　　194◎

181　　．．・

1962

1835

　1643．

1643？
　　　　Iψ

　　I763＿69，
1712？．

参考図火山噴出物の分布図（一色：工960．改図；気象庁：1975）

Fi9．ref・Map　of　Miyakejima　volcam，showing　the　distribution　of　old

　　　　　vol　can　ic　product　s、．
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31火山災害の概要

　火山活動による災害は大別すると（1）火山噴火による災害、（2）地殻変動による災害，（3）火山

ガスによる災害，（4）変質作用による災害の4つに分けられる．更に火山噴火に伴なう災害は

直接的災害と間接的災害に分けられる．その分類を図ユに示す．

　三宅島における火山活動に伴なって火山災害は，（1）熔岩流，（2）火山弾，（3）噴石，（4）火山灰，

（5）泥水の噴出，（6）地震による崩壊，（7）地割れが過去に発生した．今回は火山活動によって，

前述の災害のうち熔岩流，火山弾，噴石，火山灰及び地震を伴なう崩壊による災害が発生し

た．

　　　　　　　　　　　　　　　｝o1o＾nio　aoh　f＾11C1ag8工fica七i◎n　of　Vo1canic　Disaster9

　　　　　　　　　　　　　　　　亟
　　　　　　　　　　di・㏄“i，・吠趾9　町・od・9セi．f1㎝．b1・・t

　　　　　　　　　　　　　　　　榊＿＿　　　棚一→瓢
：二搬：．．ニニニ簑：1、　　　　　、、。、、

　　　　　　　　　　　　　　　　二：二三鮒榊　　舳一驚

　　　　　舳虻W　　　舳舳洲㎞　　　蝸一一一［意り

o1t！I＝■セ1on
1arld11id80

＾19i111“甘o皿
｛doP，039ion　ho1o，

図火山災害の分類図
Fig．　　Classification　of　volcanic　disasters．

　それらの災害についてそれぞれ調査した結果について述べる．

　今回の噴火による噴出物の量をランドサットデータによる噴出物の分類と現地踏査により

大略次のように推定した．画素数，面積，平均深，比重，重量の順に示す．

　熔岩（532，1，774，220㎡，2．5m，2．5）1，109万トン，スコリヤ（225，750，375㎡，

0．5m，1．0）38万トン，火山灰（3921，13，076，535㎡，0．2m，1．0）262万トγ6合計

1，409万トンである．この他海中に落下，流入したものがあるから噴出物の量はこれを上ま

わる。この量は1940年噴火の約1．3倍，1962年噴火の約ユ．5倍であった．火山災害は火山

現象の種類と噴火物の量が支配することを考え，噴火前後の標高データを使用し，今後再検

討する予定である。
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　　　’山　　据　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　・ノ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　‘　　　　’

機、・’’＾婆藩鱗一・　　　　　■・　　　　’

　　　　　総　、一一　蜆　ヨ’一1’■、、、、、、1。、
　　　明・　　　　。州　じ一　　一．、・．
　　　　　　　鷲　　’　　　一附一　脳
　　　　　　　　　　。　ト’．’　　　　　一　　　　　，”
　　　　　　　　　　・紳　　　　　　　‘　。　　．㎞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
図2ヱ・・竺の三宅島噴火による熔岩流分布図（基図：国土地理院発行の5万分

　　　　の1二宅島図輻）

Fi・・2M…f・i・…ji・…1・…，・…i・。曲・・i．t．i・血i。、。f1avafl。。、

　　　　in　1983．

3．1　熔岩流による災害

熔岩流の分布状況を図・に示す・熔岩流の分布は1…年1・月・日・・時。。分一11分に航空

機によるM・Sデータ（測定機種：ト・…一・・一12M）のうち熱バンド‘こついて任意

に全レベル値を均等に1・段階にレベルスラィスした解析画像（図・），空中写真（1：。。，。。。，

1：10，000：10月7日，中日本航空撮影）と現地踏査結果を参考に作成したものである．

　雄山の南西斜面から栗辺を経て海岸に至るほぼ線上に20数箇所の火口から噴出した熔岩が

主として3方向に流下した．

　その一つは南下し粟辺を経て流下し末端は海中に流入した．西方に流出した熔岩は，阿古

集落に達し，住居等を埋没，焼払い，海岸から50～100m地点まで達した．南西方向に流下

したものは森林を焼払ったが都道三宅島環状線まで約400mを残して停止した．
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　この熔岩流によって三宅島では家屋の焼失や埋没が340棟，熔岩流のため出入不可能とな

った家屋が190棟に達した．その他に電話回線，水道，道路，電気などのライフラインに著

しい被害をもたらした．

　なお，熔岩を噴出した火口は，火山地形の凹地と同位置のものがあることが空中写真の判

読と噴火前の地形図を比較することにより判明した．

3．2　降下火砕堆積物による災害

　火山灰，スコリアなどの降下火砕堆積物は，ランドサット4号のMSSデータから，空中

写真及び現地踏査の調査結果と照合しつつ解析した結果を図4に示す．なお解析手法につい

ては19～27を参照されたい．

　三宅島北部の神着に位置する気象庁の三宅島測候所の観測による火山噴火の発生した10月

3日の15時30分から噴火活動のほぼ治った4日の朝までの風向はSWでその平均風速は3～

4m／sであり，三宅島約115㎞南に位置する八丈島測候所の高層風の資料では850mb（高

度：約1，500m）でWSW～SWの風で風速は2～7m／s，700mb（約3，000m）でW～

WSWの風，5～10m／s，500mb（約5，000m）でWの風，14～2m／sであった．火山放

出物はこの風にのって島内に降下堆積したと考えられる．

　火山放出物の堆積状況を見るため新濤地火口の東方約400mの地点において堆積物の層

序概要図（図5）を作成した．

　　　　　　　　　　　嘉丁　驚票よい中粒スコリア

　　　　　　　　　　　　灸gr　　　　（灰褐色）
　　　　　　　　　　　噴暴壷　　極細粒スコリアφ’m以下
　　　　　　　　　　　出の1　　　　　　　　　（灰褐色）

　　　　　　　　　　　物十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　粗粒スコリアφ30㎜～50m　　　　　　　　　　　　　6㎝
　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒色）　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　1　■　　　　　　’　皿
　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　H　　　　　　　　　　　　新一1÷’・二、’火山灰まじりスコリァ
　　　　　　　　　　　　濤16㎝　　　・一二．・、・
　　　　　　　　　　　　池　　・1÷・．・．÷・．　　　　　　　（灰褐色）

　　　　　　　　　　　　火　　r’・・
　　　　　　　　　　　　口　　、≒二二’
　　　　　　　　　　　　群一　　・・1“
　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　φ5m以下
　　　　　　　　　　　　噴
　　　　　　　　　　　　出1
　　　　　　　　　　　　物2二　　粗粒スコリア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（黒色）　　　　　　　　　　　　⊥
　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　φ10～20m
　　　　　　　　　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　　‘ 旧地象面

図51983年三宅島噴火による火砕堆積物の地質柱状図
Fig．5　Depositional　mites　dedved　from　craters　of　Miyakejima　volcano

　　　　in　1983．
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図

Fi9．

1983年ユO月7日，三宅島の地表面温度分布図（測定1中日本航空株式会社）

Thema1distribution　on　the　gromd　surface　of　Miyakejima　is1and

analyed　from　the　air　thermal　scamer　data　taken　on　October71983

after　4　days　of　the　eruPtion．

■
　L1…G亙ND

團團n帥1ava（inc1ud

　　　　SCOria
口8COria
口・…鯛・（㈱二

翻fa1ユash（撫、、、

［コcinder

■・1㎝d

図41983年の三宅島噴火による火山噴出物分布図（基図：国土地理院発行，5万分

　　　　分の1三宅島図幅）

Fig．　4　Distribution　of　volcanic　products　by　the　eruption　of　Miyakejima

　　　　　vO1cano　in　ユ983．
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　現地表面がら18c皿までの浅い堆積物は噴火の時系列（火山噴火は山腹から山麓の順に発生）

から6て，今回の噴火の最後に活動した新鼻火口のもの，またそれ以下から地表面までの38

㎝の塩積物は新濤地爆裂火口群のものと推定される。

　これら放出物により畑地や道路の埋没，樹木の落葉，家屋の損傷や自動車のディフェンス

ガラスなどを破壊し，被害をもたらした．

3．3　崩　　邊

　三宅島付近を震源とする地震（M＝6．2，深さ20㎞）が1983年10月3日22時33分頃発生

した．三宅島における震度Vを最大に，各地の震度は，皿が館山，伊豆大島，八丈島，皿が

東京，網代，横浜，勝浦，Iが千葉，甲府，宇都宮，福井，銚子，河口湖，三島，柿岡であ

った．

　この他，三宅島付近を震源とする地震は，震度IVが3日22時23分に発生し，皿の地震は噴

火後から4日の午前中までに6回発生したが，いずれも局発地震（有感距離100㎞以下）で

ある．

　10月3日22時33分の震度Vの地震及び22時23分の震度Wの地震による斜面崩壊が三宅島に

おいて発生した．その発生箇所数は海岸線付近の海蝕崖を除いて現地踏査や空中写真の判読

から22箇所に達した．海蝕崖は垂直に近い急斜面であるため空中写真による判読も困難であ

り，また崩壊現場に調査のため立入るのも難しいが，岬や突堤などから相当数の崩壊が散見

される。島の北東部に位置する大船渡湾に面する崖斜面の崩壊は，崩土等が海中に流入し，

海面が変色していることから大規模な崩壊があったものと推定される．

　これらの崩壊のうち，都道三宅島環状線及び村道雄山環状線沿いに発生し，交通の障害と

なった7箇所について調査したので簡単に報告する．なお，これら崩壊は前述の地震前には

なかったことは，東京都三宅支庁の関係者により確認した．調査結果を表1に示す．

　　　　　　　　表1火山性地震により発生した崩壊調査表
　　　　　　　　Table．1　List　of　landslides　caused　by　volcanism．

項目

斜面番号 幅員 長さ 平望層深 推定土量 備　　　考

三宅島1 15 10 1 150㎡ 伊ケ谷

〃　2 6 8 0．5 24㎡ 伊ケ谷一阿古中問

〃　3 8 8 1 64㎡ 伊ケ谷一阿古中問

〃　4 5 5 0，5 ユ3㎡ 大路池への道

〃　5 12 10 1 120㎡ シンミョウ池への道

〃　6 5 4 0．5 1O㎡ 内環状290mの先

〃　7 7 7 0．8 40㎡ 内環状292mのところ
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　確認した崩壊発生場所を図6に示す．崩壊は道路沿い，海蝕崖及び旧火口壁もしくは火山

性の凹地で概略4べ以上の急傾斜の斜面に大部分発生している．その形態は表層土がすべり

落ちているいわゆる表層滑落で，土層深は大略1m以下である．地震波は三宅島の南方から

来ているが，崩壊傾斜面の方向の規則性は崩壊数が少数のため明確ではない．

　調査した7箇所の崩壊推定土量は一般に少なく，10～150㎡であった．

　以上の調査から今回の火山活動に伴って発生した地震による崩壊は，震度W～V以上の地

震動があったとき発生し，その斜面方向の規則性に関しては今後の検討をまたねばならない

が，降水による崩壊と比較し急斜面に発生するという従来から言われていることと同様の現

象がみられた1

　降下火砕堆積物が降雨によって流出する，いわゆる火山性2次泥流の発生が三宅島でも懸

念された．しかし，三宅島測候所のデータによれば，日雨量98．0m，最大1時間雨量31．0

m，連続雨量136mの降雨が台風13号によってもたらされたが泥流は発生しなかった．1977

　　　　　　　　　　　　　　　　　　★　　　　　　　　　　　　　　下・

　　　N　　、、．　ぷ錨姦鯉．奏、

　　　　　Dコ．・■　　　一｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、素む古

　　　　　　　、　・　　　　　。’　　　　　　　　　　　　　　、　、
　　　　　　　　・　　　　’・　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　育　　、｝ノ。．

　　　　　　大r戸口　　・　　　　　　眺奪澱
　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　．oo．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’さ

　　　　　　ミ’　：・き　　　　　　　一　　　　　護　書。ぎプ

磁灘灘老墓奉議、欝一
　　　．泥　　　　　　　1。、　　　　　　ζ
煮嚢　．黙む、蓑・物跳　　　’簑遂

一鰯　。。　・蛎　・鶴綴
　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　1・1．

　　l　　　　　　　　o　　　　　　娑　　　　　　　　　　　ンケ．，
　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　ξ　　　　　　　　　　　　〃’

　　　1　‘　鯵奪桃工．　器躍　　　：1二止
　　　　　　　・一＾　　　　　・　　　㍗　　　＾“　　　　・　　　　ポリ

　　鳩．ψ織・、　加’、サ　⑪艦…
　　　　　　　　・・“　’伽　⑤一．．　　　　　☆。。・。。。。
　　　　　　　　　’、・’J・一’’’一・’　　・一　」一一㎞　εε撤’・

　　　　　　　　　　臼
　　　　　図6　1983年三宅島の火山噴火に伴なう地震によって発生した崩壊分布図

　　　　　　　　（基図．国土地理院発行，5万分の工，三宅島図幅）

　　　　Fig．6　L㏄ation　of1andslides　caused　by　volcanism　in1983
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年8月に噴火した有珠山の例を見ると，1日連続降雨量50㎜以下，あるいは1時聞降雨量5

㎜以上からと比較的降雨量，強度共小さくても泥流が発生していることから，火砕堆積物の

質，’すなわち，粒径や粘土鉱物（モンモリロナィトなど）の含有率の差などが考えられる．

これらに関して今後検討する必要がある．

3．4　噴石，火山弾

　割れ目噴火による火山弾は，噴石の中に散見される程度であるが，火口壁に見える層序か

らみて新溝地及びその周辺の火口から放出されたと推定される多嚢の噴石が火口を中心とし

て半径約700m以内に降下堆積して道路，樹木及び建物等に甚大な損害をもたらした．

　噴石の分布状況は，新溝池火口に近い程高く，噴石のみで地表面を被覆している場所もある．

火口周辺で噴石による樹木の被害は，樹幹部が裂けているのもあるが，大部分は樹幹部のみ

棒状に残り，大枝が辛じて残っている程度で小技は全滅の状態である．

　噴石の大きさは拳大から人頭大程度が大部分であるが，中には直径2～3mに及ぷものも

ある．

　なお，本質火山弾による明瞭な被害は今回の調査で発見できなかった．

3．5　被害の状況

　東京都が調査した火山噴火による被害状況を表2に示す．被害状況を写貞1～25及び43～

50に示した．

表2　1983年の三宅島噴火による被害状況

区分 内　　　　　　容 規　模

住家 ①　家屋の焼失埋没 340棟
②溶岩のため出入不可能となった家屋 王90棟

非佳家 ①小中学校等公共建物 工0棟
②事務所・倉庫等 70棟

道路 ①都遺　　2路線 2．6㎞

②村道　　20路線 ユ0㎞
水道 断水世帯 1279世帯
電　気 停電世帯 工、ユ50世帯

電話 ケーブル埋没　　15㎞

回線被審 607回線

（市外電話不通4日深夜～5日タ刻）

農林 農地の埋没，降灰 300　ha

水産 牧場の埋没 60ha
山林の焼失，埋没，降灰 1，O00ha
漁員，漁場被害

一
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表2のつづき

区　　　分 被害額

公立文教施設 千円 1，356，000

農林水産業施設 千円 8，427，000

公共土木施設 千円 2，166，000

その他の公共施設 千円 785，000

小　　　計 千円 12，734，000

公共施設被害市町村数 団体 工

農産被害 千円 148，000

林産被害 千円 432，000

そ 畜産被害 千円 3，000

水産被害 千円 190，000

の 商工被害 千円

宅地被害 千円 3，203，000

他 家屋・家財被害 千円 4，318，000

電カ被害 千円 ユ90，000

電話被害 千円 500，000

その他 千円

被　　害　　総　　額 千円． 21，718，000

4．火山噴火への対応と復輿状況

　10月3日の火山噴火に際して，東京都，三宅島測候所及び火山噴火予知連絡会等がとった

対応を表3に，また初動活動については表4に示す．この他，関係機関は今回の火山噴火に

対して次のように対応した．

地震観測（臨時観測）：気象庁，東京大学地震研究所，千葉大学，東北大学理学部，弘前大

　　学理学部

地磁気観測（臨時観測）：地磁気観測所，東京大学地震研究所

火山噴出物調査：地質調査所，東京大学地震研究所’教養学部及び理学部，鹿児島大学理学

　　部

　国立防災科学技術センターでは，1983年10月6日より地震の常時観測（g＝34，100rN，

λ＝139，516ポE，h：170mの位置で3成分観測）を開始し，継続中である．1984年2

月から筑波まで公社線によりテレメータ化し観測する．地盤傾斜観測は地震観測と同時に開

始したが約半月で中止した．噴出物及び崩壊現地調査を実施した．

　火山噴火に際して行った防災活動として，熔岩流に対して海水を散布し熔岩を冷却してそ
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表3火山噴火発生時の対応状況

昭和58年10月3日（噴火当El）

時　刻 三　宅　測　候　所 都・三宅支威・三宅村 住　　　　　　　民

13：59 火山性地震発現

一4：05 受感部設置点付近確認出発

14：20 本庁火山室，管区へ電話連絡

14：40 工事実施の事実なし、地震と判定

14：46 役場へ異常の旨電話連絡

15：05 三宅支庁から総務局災書対策本部にr本

日I　p，m14：OO頃より火山性と思われる

無感地屋が頻発している．三宅測候所」

の遵絡

15：20 火山室へ連絡（地震遵絡）臨時火山帽報

について協劃

15：33 役場噴火の旨広報を確認 雄山南西山腹f寸近（二男山）で噴火

15：35 火山室へその旨連総

15：39 三宅支庁から災書対策本部に「噴火」の

連絡

15：40 空港出張所降灰I礫の落下，電語違絡 三宅村「災書対策本部」設置避難勧告 避難開始（阿古地区）

（阿古地区）

一5：45 火山活動情報第1号発表r15時33分ごろ
山頂付近で嘱火し．火山礫が空港方面に

落下しています」

16：00 三宅支庁第4次配備態勢（全員）

16：03 レストハウス下で噴火と所長，火山室へ

連絡

16：06 15時33分噴火の旨打爾

16：10 坪田地区自主避難開始

16：M 空港出張所降灰，礫の落下打電

16：30 現地謁査出発

16：45 火山活動傭報第2号発表「レストハウス

下吋近から噴火しており，有感地震は少

ないですが，火山牲地震は連続していま

す．火山償は空港方面に落下しています．

厳動こ讐戒して下さい」

空港出張所員邊庁

17：45 東京郁r災書対策本部」設置
17：46 現地覇査帰所

18：00 現地潟杳結黒罰告

18：30 三宅村1こ災害救助法適用（4号遭用）

19：30 部，災書対策本部会罰開脳

19152 火山概動齪測班出動要鏑打電 阿古地区全貝避藪完了

20：OO

20：05 三宅島対策本部へ職員派迫

20：10 有感地震については1時間ごとに報告方

管区から指示

21：00 三宅村災害対策本部を三宅支庁1こ移設

22：1O 総務局災書対策部応急対策課長ほか．讐

視庁、東京消防庁の職員を現地派迫I災

22：52 派邊職團帰所 書救鋤吻資を緊急輸送

の移動を停止もしくは移動量を減じようとの試みがあった．

　熔岩に対する水冷作戦は，1960年のハワイ島のカポホ火山の噴火時及び1967年アイスラ

ンドのスルツェイの噴火時に小規模ながら実施された．大規模に実施されたのは1973年の

アイスランドのヘイマイ島である．散水によって熔岩流の前面を固め堤防となし熔岩の流れ

の向きを変えることに成功した．この例に習って三宅島の阿古地区において，東京消防庁が
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表4火山噴火発生時の初動姿勢

発生初期の情報収集と偵察活動

○都防災行政無線及び無線ファックスの利用と職員現

　地派追

○讐視庁、海上保安庁及び自衛隊の連絡員派追と無線

網活用

○海上保安庁．海空自衛隊所属の航空機，ヘリコプタ

　ー　艦船による上空及び海上偵察活動

住民の避難誘導と行方不明者の捜索

○同報無線放送（防災行政無線設備の設置場所を図7

　に示す）及ぴ広報車による避難勧告の周知徹底

○警察官，消防団員，村職員等による適切な避難誘導，

確認の実施

○村営バス（10台）による集団避難の実施

○海上保安庁及ぴ三宅警察署による行方不明者の上空

等からの捜索活動

全島避難のための艦船の讐戒待機

o‘　　　　　　　　　　　　　　5

○海上保安庁　巡視船　4～5隻

犬久倶む

今む

＿婁二残汽・気、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．■■地区
　　　　　　　　　．伊醐区にの欝R　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○　　　　　　、　　　犬胴戸河

ぐ泌　　　一
■o　　　阿古

”○

・＼

■阿古地区

竈木

　　閉，池
　　○　1・ll

讐山

障

図　　7

Fi9．7

鴛

アノウ崎

’1

wサタド＿．

舳　　　　　　　　ツル如

　　　　　．　三池浜
　　三池
　本部囹定＾　　．　クラマ似

■坪国地区

　　。。，．　　ペンケ枳｝

、。，ユ

　仙似

』一一㎞　ぐ
　　　　　9竈1；地＾
　　　　　■竈o定＾

三宅島に展開している防災行政無線設備の位置図（三宅村防災無線設備のしおり）

Locat　ion　of0△rea⊆overage旦mergency　Communi　cat　ion＆Announce

ment　System”at　Miyakejima　ACECA　system　is　composed　of　field

system　facilities　fo　r　direct　communi　cation　wit　h　the　people，mobi　le

system　facilities　for　mutual　communicat　ion　between　a　master　station

al1d　mobile　stations　and　for　information　collection　and　exchange（ref．

Oki　electric　industry　compεmy，Ltd．）
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試みに約4，700トンの海水を10月6日14時～16時30分，7日9時～17時，8日9時～15時と

16時間3ρ分にわたり散水した．その結果，散水した熔岩の先端には移動が認められなかった

が，散水しなかった熔岩の先端は約0．5m移動したことが認められたと報告されている．

　火山活動の推移に関して火山噴火予知連絡会（会長：下鶴大輔東大教授）は，10月8日，

11日及び17日にそれぞれ統一見解を，また9日には会長コメントを発表した．その内容を以

下に示す．

　　　昭和58年（ユ983年）三宅島噴火についての統一見解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和58年10月4日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火山噴火予知連絡会

　三宅島は10月3日午後3時30分ごろ噴火した．噴火地点は雄山の南西斜面から南南西にい

たる割れ目より熔岩を噴出し，熔岩流は3方向に流れ，更に南にある新鼻付近で海底から水

蒸気爆発を起こした．これら一連の噴火活動により大量の火山灰が東方に積った．

　火山活動は4日午後7時現在，一時盛んだった熔岩の噴出活動は弱まり，有感地震は1時

間あたり1～2回と小康状態が続いている．

　しかし，昭和15年の噴火の際は，山腹噴火が終ったあと雄山山頂から噴火したこともある

ので，地震活動の監視を含め引き続き警戒する必要がある．

　　　昭和58年（1983年）三宅島噴火について会長コメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和58年10月9日16時15分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火山噴火予知連絡会

　観測班による現在までの調査結果によれば．1O月3日15時30分ころ噴火した三宅島雄山南

西山腹海抜500メートル付近より南西に走る破れ目多数点から流動性に富む熔岩が噴出し，

主流は阿古及び粟辺方向に流れ一部は海に達した．さらに，新濤池新鼻付近ではマグマ水蒸

気爆発を起こし，そのため坪田周辺では降灰が12センチメートル以上に達した．噴出物調査

によれば，流出した熔岩の総量は約700万㎡降下した火山灰等の総量は約500万㎡である．

　熔岩の噴出は10月4日午前中にほぼ止まったものと推定される．気象庁の観測によれば，

今回の噴火に伴う地震の活動は10月3日のマグニチュード6．1の地震の発生以降有感地震の

回数は急速に減少しつつある．

　気象庁及び観測班によって増強された地震観測の結果，地震は島内南西部の二男山付近を

中，こ・とした浅い部分に発生していることが推定された．また，雄山山頂には新しい熱異常地

域もなく，噴気温度はほとんど変化はない．三宅島南西方面への熔岩流出と新澤池付近を中

心とするマグマ水蒸気爆発を伴う一連の噴火活動は一応治まったが，有感地震を含めた地震

活動及び雄山山頂等の火山活動について，なお監視を続ける必要がある．なお，南部海岸付
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近の噴気地帯からは毒性の強い高濃度の塩化水素ガスの噴出が認められ，また，新濤池火口

壁周辺の崩壊が予想されるので注意を要する．

　　　昭和58年（1983年）三宅島噴火について（統一見解）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和58年10月11日午後4時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火山噴火予知連絡会

　10月3日噴火した三宅島は，10月4日午前中に熔岩の流出はほぼ止まった．

　熔岩及び火山灰等の噴出物総量は約1，200万㎡である．観測班による地震観測結果によれ

ば，地震は最初の噴火が発生したとみられる二男付近を中心とする浅い部分に起きている．

　現在，雄山山頂には熱異常はない．有感地震は10月6日朝以降起っていないが，地震活動

は依然として続いており，雄山山頂等の火山活動を含め，各種の観測を強化して監視を続け

る必要がある．

　　　昭和58年（1983年）三宅島噴火についての統一見解

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和58年10月17日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火山噴火予知連絡会

　気象庁及び緊急に出動した観測班の各種の観測結果によれば，10月3日に噴火した三宅島

の火山活動の状況は，17日現在次のとおりである．

1．熔岩及び火山灰を多量に噴出した火口から，新たに噴火する兆候はみられないが，高温

　でかつ有毒ガスを噴出している地点もあるので火口付近へ立入ることは危険である．

2一今回の噴火に伴う有感地震の頻度は減少しつつあるが，雄山南西部に発生している微小

地震活動はなお続いている．

3．雄山山頂の熱分布には変化は認められない．

以上，現在までの観測結果を総合すると，今回の三宅島の火山活動は，新火口群及び雄山

　山頂をも含め新たに活発化する兆候はなく，終息に向かいつつあるものと推定されるが，

なおしばらく十分監視していく必要がある．　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　昭和58年（1983年）三宅島噴火について会長コメント

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和58年11月30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　火山噴火予知連絡会

10月3日噴火した三宅島の火山活動は，現在次のとおりである．

①今回噴火した火口列では，温度は除々に低下している．

②地震活動は1・月1・日以降・有感地震1摺測されていないが，人体に感じない程度の地震

　は，なおユ日当り数個観測されている．
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　③雄山山頂においては，噴気地帯の温度は一時若干上昇したが，その後の観測によれば，

　　噴火前の温度状態に戻った．

　その他の観測結果を含め，三宅島の今回の噴火活動は終息したものと思われるが，地震活

動はまだ噴火前の状態に戻っていないので，引き続き監視してゆく必要がある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

　復興状況について，東京都の現地復興対策推進本部（昭和58年10月23日現在）の資料を以

下に示す1

　応急対策及び復興状況を写真26～43に示す．

　　　　　復興状況について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現地復興対策推進本部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和58年10月23日現在）

1．阿古地区

（1）応急仮設住宅の建設

　ア．湯舟グランド（神着）一敷地0，6ha，50戸

　　　9日建設着工，13日内装，給排水，電気工事開始，29日完成，30日入居（22日～入居

　　手続），26日モデルルーム公開（12号棟6号室）

　イ　下錆地区（阿古）　　敷地25ha，約320戸

　　12日立木伐採伐根整地工事開始，23日伐採伐根工事完了．22日第一期分（50戸）着工，

　　11月末全戸完成

（2）仮設道路の建設

　ア．都道夕景1号一阿古集落上150m，10日開通

　イ．都道夕景2号一阿古集落内360m，19日開通

　ウ．都道新濤・粟辺間一1，400m，23日着工，1ユ月中旬開通

　工．阿古村道夕景浜線一阿古集落海岸寄498m，19日着工，28日開通

（3）水道　22～24日下錆，薄木地区一部復旧，28日タ景地区一部復旧

（4）電気　13日タ景地区を除き復旧（夕景地区は19日復旧）

（5）電話　14日夕景地区を除き復旧（夕景地区は19日復旧）

（6）避難所の状況

　　5ケ所　246世帯　481人

　　＜参考＞　3日の入所者　392世帯　959人

（7）学校

　　12日授業再開（於・三宅小学校），17日平常授業，17日パン・ミルクによる給食開始，

一46一



昭和58年（ユ983年）三宅島噴火による火山災害　　熊谷・田中（耕）・幾志

　　　仮設学校用地　25日契約予定．

　（8）社会施設

　　’阿古漁港関連施設13日復旧，漁協製氷施設（製氷能力　6t／日）21日復旧

2　坪田地区

　（1）降灰除去作業

　　ア・道路　都道，村道完了（毎日家庭より搬出される灰は随時処理中）．農道，林道

　　　　　　　は未実施

　　イ．空港　7日完了（8日開港）

　　ウ．学校　屋根陸上自衛隊により13日完了，校庭一小中学校29日完了目途，高校25日

　　　　　　　完了．

　　工．宅地　自力除去

　　オ．農地　3カ年計画で除去（補助事業）

（2）水道・電気　　4日復旧

（3）社会施設　牛乳工場24日機械修理完了，25日商品化，26日市場放出

3．そ　の　他

（1）応急管路工事

　　21日見取畑配水池一御子敷配水池問新規管路敷設工事完了．充通水テスト実施中．

5．問題点と考察

（1）熔融した熔岩の噴出するハワイ型の噴火が発生した後，マグマー水蒸気爆発が発生し

　た・住民は初期の穏やかな噴火の時点で避難したため，その後発生したマグマー水蒸気

　爆発による人的被害はなかった．噴火発生の順序が逆であったら，新溝池付近は観光の名

　所であったことから相当数の人的被害が発生したと考えられる．

（2）住民が避難した後，地震により斜面崩壊が発生して都道三宅島環状線が3箇所で閉鎖さ

　れた．これが避難前に発生していたら阿古地区の住民は避難に際し，混乱したことが予想

　される．

（3）火山噴火の時期がこの島の観光シーズンからはずれていたため，観光客が非常に少なく

　避難が容易であった．8月であれば民宿等に島民人口と同じ程度の観光客（民宿等の収容

　能カ約4，700名）が居り避難誘導等種々な困難が予想される．今後，観光シーズンに噴火

　が発生することも配慮し，災害対策を充分検討しておく必要がある．

（4）阿古地区の住民は，数日で帰宅出来ると考えて，人々が家財等をほとんど持たずに避難

　した．また避難に際してマイカーはあまり利用せず村営のバス（三宅島では村営のバスが

　1日5回，島をまわっている．このバスを利用したとのこと）を使用した．このためあま
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　り混乱しないで脱出したとのことである．このことは，火山噴火予知が財産等を持って避

　難できるだけの時間的余裕があってなされる場合は有効であろうが，数時間前に予知され

　た場合，果して今回のように円滑に住民が行動出来たかどうか疑問である．

（5）今回，避難行動が円滑に行われた理由の一つは噴火より1ヵ月半ばかり前の8月24日に

　火山噴火を想定して防災訓練を実施しており，その成果が発揮されたものと考えられる．

（6）今回，目衛鑑や巡視船の出動が非常に速く，噴火の当日中に三宅島近海に達していた．

　給水など救援にも役立ったが，島に居ると陸路で安全に他の場所へ行くことが出来ないた

　め目視出来る位置に船がいるということは，住民に安心感を与えるという心理的効果もあ

　ったと考えられる．

（7）東部地域の三池の住民の申には，火山放出物の落下が始まったとき南部地域にある坪田

　に避難して被災した例がある．噴火位置の情報が正しく住民に伝達されていたならば噴火

　地点に近い方に避難せず北部地域に避難していたと推定され，正確な情報の伝達というこ

　とがいかに重要であるかということを示唆している．

6．提　　言

（1）火山噴火が三宅島の南西部で発生したため，島の北部にある発電所が無事であった．こ

　のことは防災無線等災害対策に役立ったと考えられる．只1箇所の発電所が破壊すると種

　々の機能が失われることを考えると，将来の火山噴火に備えて，発電所を別の場所に最低

　もう1箇所設置することが望ましいが，諸般の事情から少なくとも防災無線や防災機器の

　電源とその燃料の分散，備蓄を図る必要があろう．

（2）三宅島には都道三宅島環状線（約32㎞）沿いに防災行政無線が34箇所設置されている．

　今回の噴火に際しても有効に機能し，住民の避難に役立ったとのことであるが，観光客の

　ことを考慮し集落がなくとも大路池等観光の名所にも設置する必要がある．また噴火当日

　は月曜日であったが，前日の10月2日（日）に島内の小，中学校は一斉に運動会を催した

　ため児童・生徒は代休であった．そのため，子供達は親の眼の届かない所にも居て仲々連

　絡がつかなかったという事があった．

　　今後，火山噴火は休日にも発生することを考えれば島内のどこに居ても防災無線の音声

　が届くよう配慮すべきであろう．

（3）防災行政無線は，現在本部設備（同報用）を三宅村役場内に現用予備方式を採用し万一

　の故障に備えている．しかし，噴火点によっては役場が被災するので情報の伝達が不可能

　になる．但し，機能として御蔵島からは阿古地区のみ，三の富基地局からは全島に同報可，

　但し，三の宮局の情報蒐集能力など考慮すると，東京都三宅島支庁の位置が雄山の北西側

　に位置して，三宅村役場の反対側であることから支庁にも同様な本部設傭を設けておき，
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　非常時に備えることが望ましい．

（4）散水による熔岩流の制御が今回の噴火に際して試みられ，結果は良効であった．しかし，

　海水の採取場所，散水用ポンプの設備など考慮すれば三宅島内においてどの熔岩流に対し

　ても有効とは考えられない．まして内陸で水が多量に使用できない場所が多いことを考慮

　すると，この制御方法の実施に当ってはかなり制約を受けざるを得ない．従って三宅島に

　おいては集落を護るための堤防の建設が望まれる．この堤防は，熔岩流を止めるのではな

　く流れる方向を変えることを目的とするものである．設置場所などについては，現在当所

　で検討している三宅島のr火山災害予測図」の概略が出来たら改めて提案したい．

（5）東京都は三宅島の住民に対する給水を写真31，32に見られるような容器を要所要所に設

　け，住民が自由に飲料水等が使用出来るようにした．容器の水は給水車が定期的に補充し

　ている．この方法の利点は，住民が給水車の巡回してくる時刻を待つことなく水の利用が

　可能という事である．1983年5月に発生したr昭和58年（1983年）日本海中部地震による

　被災地を調査した際，給水車に住民が集まり行列を作っていた風景と比較し，今回の東京

　都の実施した給水方式を各地の被災地で採用する事が望ましい．但し，水質等の管理は厳

　重にする必要がある．

　終りに，今回の調査及び資料蒐集に当り，気象庁地震課，三宅測候所，東京災害対策本部，

三宅支庁，三宅村役場の方々に御援助いただいた．ここに記して感謝の意を表します．

　この度の火山災害により被災された方々には，心から御見舞申し上げ，復興の1日も早か

らんことをお祈りいたします．
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